
忘れられない私の人生の思人
(私の人生をつくつた大先生たち)

屯.愛知第一師範学校の中川八太郎先生 (化学教授)|

愛知第一師範学校の化学の教機で、私が化学が好きで、理科室に入り浸つて実験

をしていたとき、理科室の薬品室口準備室のキィを全部私に3年間貸して下さつて

何でも好きなことをやつてみなさいといことで、ゃらせてくれた先生です。もし私

が火事でも出したり、けがをしたりすれば先生は大きな責任を取らねばならぬ立場

であつた くと今私が考えてみると大変なことをさせてくれた)人 であったと思いま

す。

この先生のおかげで私は化学実験にのめり込んだのです。当時の化学実験の本は

倉林源田郎著の化学実験であったと思う。やろうとする学生にそこまで信じて、や

らせてくれる先生は日本中探してもいないであろう。私はこの先生のおかtずで化学

を身につけたと思つています。私の人生の最大の恩人です。

2.鵠替屋大学理学部の菅原健教襲と工学部の後幾恭畿襲

この2名の先生は、私の直接の率論指導者であった:人々 です。私が名古屋大学の

理学部の化学科を卒業するときの準論の指導者が曽原先生であった。この先生は私

が書しヽた輿文の率論を、私を呼ぴ1つけて少しずつ読んで、ここはどういう意味かと

歩じずつ全部に訂正を入れてくださった方です。私がアメリカで Case Western

費eserve Umiversityの助教授をしていたときに、アメリカに来て私には日本へ帰らな

いか逸製業銀行の方と共に強く私に申し入れをしてくださった方です。私の研究に

対する熱意と研究の考え方に大きく惚れ込んでおられたからでしょう。

私の人生で忘れられない先生で、大きな熱意で私をアメリカから呼び戻そうとし

て、アメリカヘ来て2～ 3日私を説得された方で、私として忘れられない人です。

しかし、私は当時アメリカで教授になれるメドがついており、会社なら副社長級の
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フェローまでは確実と考えていたので、大変申し訳ないと思つたのですが、日本ヘ

帰ることはお断りしました。忘れられない私の大先生です。

3.京 都大学の岡田辰三教授

京都大学の岡田辰三教授は私が第1回のアメリカ留学から日本へ帰つて、アメ

リカの電池事構を日本の皆様に数回お話しt′たとき、「君は日本に婦らないでア

メリカで電池の研究をして、日本へ年 1回帰つてアメリカのことを話してくれな

いか?」 と熱意を持つて私に申し入れをされ,、最後に 「若い君がアメリカで研究

していていつでも日本へ掃りたいということなら、私が責任を持つて君に仕事を

見つtナます。従つて、アメリカでしつかり電池の事情を勉強して、年 1回日本ヘ

帰つて、アメリカの電池披衛を我々に話してくれないかゴという申し入れでした。

その闘霞先生|ま東大を退管後、遷本電池株式会社の社長|こなられ、その社長を辞

められる少し前に私のところへ来られて、『私はあなたに昔大変な約束をしてじ

まつていますが、あなたは日本へ婦る気はあ|りませんか?Jと 、わざわざアメリ

カヘ来られて昔の約束 (私もすつかり忘れていた)を 話し出されました。私は、

r飽生そんなことはもうお忘れください。私はアメリカで電池の研究でかなり有

名になり、1,C国際サンプルをつくつたり、近くUCC社 で電池部F局のフェローに

とも札惨誌しも出ていますので、私はこのままアメリカで電池研究をしたいのです』

とはつきり申し上tずました。先生はそれなら (君がそんなに晋うなら)昔 の悪は

なかつたことにしてください、と言つて日本へ掃られました。

しかし今考えてみると、岡田先生のひとこと く君はアメリカでアメリカの電池

事情をしつかり調べて日本の人々に話してくれないかとの申し入れで、私はアメ

リカ永住を 「よし、それなら日本のためにやろう」と)決 意したのです。

従つて、岡田先生は私の人生の一大恩人と考えているのです。

私自身も、誰かよい人を発見して、岡田先生のように、その人の人生を大きく

電池に集中させてみたいと、時々考えていました。しかし、そのような人は見つ
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からなかつたのです。

しかし、私がフロリゲ大学で客員教授をしていたとき、佐賀大学の芳尾先生が

日本へ帰つたら何をしようか?と いう話をされたので、私は 「電池用の陶“θとを

やりませんか」とMn02を今のェ楊推同じサイズの電解槽で3倍つくる方法をや

つたらどうですか?と勧めたらやる気になつてくださつたのです。芳尾先生はそ

の後、佐賀大学で教授となり、その後宇部興産の吉武氏が実用化されたリチウム

イオン電池の添加剤の研究をされ、電池に大きな貢献をされました。

私が鉛電池でも添加剤により今まで3～ 4年の寿命が8～ 10年 となりますと

いう諾演を中国で行つたとき、首武さんがその話を開いておられ、私に 3000万

の研究費と増名研究者を出すから、君の技術のすべて (大切なところ)を教えて

くれないかとの申し入れがありました。この話で、一人の女性研究者に、私のや

つていたことをすべてその研究者にやらせ、吉武様に技術を話しました。その結

果、私は吉武様から3000万円の研究費をもらいました。大変な援助金でした。

しかし、吉武さんは鉛電池の添加剤の事業には入られず、また芳尾先生もその後

Mn02の仕事からは離れて、リチウム電池の研究をやられました。

4.忘れられないソニーの人々 (井深さんと盛田さん)

私の勤務していた Union Carbide Corp.の電池部会は、1970年頃に日本へ乾電池

を販売しようとしていました。私の上司の副社長のCameron氏から「日本でスー

パーマーケットが出店したら報告してください」と言われました。U00社 は日本

で乾電池 くアルカリマンガン乾電池)を 売つてみようとしていたのです。日本に

ダイエーができて U00の アルカリ電池を販売することになつたが、何ヶ月経つて

も売れませんでした。日本では松下のナショナルプランドか東芝、日立という名

前の乾電池しか売れない、いかに UCC社 が電池で世界の No,1の電池会社という

ことでも単日本人にtま
"よ
い電池だから買つてみよう

ル
とぃぅことにはならず、

全く売れませんでした。そこで rt暮らしの手帳どなどにUCC社 の電池は
“
よい電

池です
力
などと性能を PRし ても|、鶴本の消費者には全く効果がなしでした。そ
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の後2～ 3年経ち、UCC社 の乾電池の販売に1は名前 (会社名、ブランド名)が 大

切だということを知ったのです。そこで副社長は私に日本で電池をつくつていな

い会社で有名な会社はどこかと聞いてきて、よい会社を探すようにと言われまし

た。そこで私は、ソニー、シャープ、キヤノンをあtずて報告しました。その結果、

ソニーと話してみようということになり、私が日本へ来てソニーの盛田さん、井

深さんと話しました。その結果は、ソニーの人々は、
“
乾電池は松下から買えば

よい何もじ00か ら買う必要はない
ル
とぃぅことになり、ソ品一との電池の共同事

業は成立しませんでした。その時代のソニーの考え方fま、洋深さんから 「ソニー

tま技術肪ベルの高しヽ 卜り長卜回ンというチレビをつくつて売るほどで、安い乾電

池などは絶機から貢えぼ娘もヽ」と言うご憲員であた。それでその後、私が井深さ

A_rと盛轟春んと話蟻合いまじたが、戴じ翁いこま成功しませんでした。そのとき

U8Gの種寵題副社長からもう一度井深きる、盛題きる1転最後の議をしてくれなもヽ

か?盤憲串極姓!重な甥.盗 禅書手旗され歳した等その裁揺4ま過去 10年 の乾電池

鶴寵上輩継た。そ鋳額線播 軍ソ量車職恭争レジス療番ジォ密開義じて、世界中で

矯軽F&審舎亀が. 算ジンジスタラジォ審踊舞したソ品―途、それfこ寵電議を表●

畿背=玲寵逸メ…洗中姓ぽちらのlll轟が大きか舎魚か曾選と言う逮亀警泰す 10

揮軽のポー害轡あた。卜移レジスタラジオのおかずでやや晶寅の憲七‐竜電池で義

なく暮Aブ薫☆も鶴〔脅畿鶴拳ジオ:&尋$特森の鐘粛れる誹鎖1最犠幹て軽ヽ安ュ争々ソ量…f蓋.

卜春ンげ課Ⅲ争ラジオの翻発で頼犠!こなっなが、本当|&その争ジオで紳f益悲あげた

鶴嬢寵進展であるcな ぜ電池をやらないのかと言う話を私が最後の申し入れな極

て非灘書る「私持つて行書泰じ推っその後非深さん|ま、そるな1重憲う犠ら2韓 愚醸

待牟てくださいな言つて、私に響00社 の乾電池工颯稼見せてすましもヽ逮の申極入れ

密名らもヽました◆鉾深さん1ますぐすこ松下の乾電池玉場の見学番され、その後蓼88

戦のェ,らと見せてほしいなのことでした。井深さんをジニット機で羽田空港から

世界各地の UCC社 の電池工場へ案内することになり、奥様も同遺され、おかげで

私の家内は同じUCC社 の飛行機で数日アメリカやシンガポールの U00社 の電池

工場を見学してもらいました。井深幕は U00社 の生産方式にびっくりされ、ソニ
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一との共同乾電池生産が日本でソニーエバレディ社として郡山に新工場ができ

ることになりました。このソニーエバレディ社で後日、リチウムイオン電池が開

発されました。

その後、井深さんは英語教育に大変な関心を示され、私の発音から入る英語教

育を受け入れてくださつて、私の提案でソニー式発音演習器を開発されました。

井深さんは私にとつて忘れられない人です。

5,日本の電池技衛委員会の人々 (竹原委員長、その他)

日本の電池技術委員会は、アメリカで出版されていた Advanced Battery

Techndogyという出版物を、出版社に無許可でコピーして日本の会員に10年以

上配布していました。私はアメリカに住むようになり、その出版社の社長と話し

合うよう|こなり、彼は 『なぜ日春で私共の ABTが 売れないのか」と言つてもヽま

した。私が日本ではヨピーが広く出回つているからと替えないでいたときに、そ

の社長がこんなコピーがでているようだと言つて持つてきたのです。私はこれは

まずいことだが、私が上手にこの無許可のコピーの件を片付けてあtずようとその

社長と話し合いました。その条件は、他の弁護士に頼まないで、私に任せるとい

うものでした。

いるいると話し合つて、一定の金額を骨本が支払つてこれを片付tすることにし

ました。私としては大変よいことをしたと思つていたのですが、日本の人々、靖

に電池技術委員長の竹原氏らは 「小澤さんがこのコピー問題をつくつた」と言わ

れていることを知り、びつくりしました。私がこのコピー問題をつくつたのでは

なく、無許可ヨピーを何年もやってきた人が著作権上問題のあることは明白であ

るのに、私がこのコピー問題を出版社に持ち出したと言つていることがわかり、

大変驚いたのです。竹原氏は 「私が委員長のときになぜこんなことを持ち出した

のか?」 と言つて私を怨んでいるようでした。会社関係の人々は、「小澤さんが

信念をもつて何かの支払で片付けようと、努力してくださつていることはよくわ

かります」といおれ大変好意的な2、 3の委員の方々の慰めの晋葉を聞いていま
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したので、私としてはこれでよかったと、先方から私が受け取つた2倍近い500

万を電気化学協会へ寄付して、この件を私として片付1すました。

軽ヽつか|まこの件の真相をどこかに書いておきたいと考えていました◇そこで今

回ここに書くことにしたのです。日本側のしかも電池委員会の委員長が何人も害!

き継ぎ、無料でアメリカの出版物のコピーを会員に配布という国際的な著作権に

報わる問題を起こじていた認識がなく、この時点で若幸の麦払で解決した私にお

幹Lの言葉があつてもしかるべきものを『小澤さんが言わなiすればこんなヨピー闘

越は起こらなかったJと電池技術委員会の幹事が言つていることは全く許じがた

も`ことです。こんな人々が日本政府から叙勲等されていることに対して、私が新

聞社へその実情を報告しようと決心していました。自分の行いの善悪が判断でき

ないような人が委員長をしている日本の学会 (電池技術委員会)は、私には到底

許せることのできない会です。

0.YeageF教 授 くCase Western Reserve University化学科)

私は 1957年にDuke UniversityのVosburg教授のところで Mn02で 留学し、そ

の 1年後にCase Westem Reservo大学の Yeager教授のところへ移り、2年 間燃

料勉韓轟メッ轄命研究をしました。Yeager教授との第 1回 宮の面機では、「君は

今 PttEDB番持つていないのなら、留学としては給与は年 3000Sしかうちの大学では

蝕ないが、それでも来てくれるか?」 当時私は Duke Univertttyから年 6000ドル

をもらつていました。Duke Universityでは Pれ口D口は持つていなくても論文が 15報

以上あるということで、Ph.D.Equivalentと大学で認めたからの給与でした。Yeager

教授fま当時まだ associate Professorで～年齢も私より1つ上という若い方であ争

たので、教授会でPh・D.Equivalentを押し通すことは困難であつたと思われまじた。

そこで私はその場で Yeager先生に年 3000ドルで Acceptしますから契約書を欲

しいと申し上tずたところ、翌日契約書をくだ|さいました。

DukeからCaseへ移つてからの私の仕事1まキセノンガスの吸着による、液体表

面積の測定でした。この研究にはアメリカ人の博士課程の人が3年近く行つても
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データが取れなくて困つていたことで、私が手伝うことになったのです。そして

この仕事を2ヶ月で片付けて報告書を出し、Yeager先生をぴつくりさせました。

要するに学生が真空系がリークするので四つていたものを、私はリークの程度を

測定して立派な結果を出したのです。それまで学生と Yeager先生は、2年間リ

ークを完全にとめることのみに苦労していたので、結果が出なかつたのです。

その2ヶ月間の研究で、Yeager先生は私の研究力を認め、君には年3000ドル

では申し訳ないので、他の会社関係で年 8000ドルの大きな仕事があるからやつ

てくれないかと言つてこられました。それは缶詰の缶をつくるブリキ (鉄板への

錫メッキをする)の仕事でした。現在のメッキ法の問題点はすぐに話してはくれ

ませんでしたが、今、U.S.Steel社が世界中でライセンス契約をしている技術の添

加剤として使用されているものに、発がん性が見つかり、何としても発がん性の

ない他の添加剤の開発が必要でした。U,S.Steel社としては、添加剤 く硫酸溶のSn

メッキ溶Sno4+H2S04)に 添加して、半光沢の錫メッキのできる添加剤の開発を

要求していて、Yeager先生のところにこの研究が来たのです。

私は、事務局の女性 (タイピスト)に アメリカ中の新化合物の合成会社へ手紙

をして、新しく合成した新化合物をすべて集めさせました。Yeager先生は、電気

化学的見地から、添加剤の種類と量で錫電着の分握を測定するようにとのアドバ

イスをくださいましたが、私が日本でやつていたハルセルテストを使つて、どん

な有機物 (特に最近合成されてまだ用途の見つかつていないもの)が どう作用す

るかをやってみることにしました。その結果、有機ポリマーの中に添加剤として

優れた化含物がたくさん見つかりました。それは下配の論文に出ています。
O mettrode nlate出 規 and caね 中説 偽 r oxygen redunon品 愚 。nた s』lne

solution by A. Kozawa, V. E. ZiliOnis, and R. J. BrOdd,J` ElectrO、

② 3盤 :挽 七;ど 盤 ゴ 盤 五徒 距 ductl伽 筑 a ferrlc出 嫡 中 ぉぃ

く) E富::君d子l・vii繁魯そfi書畳:モ!1私よ】を18i宮母啓!告::子よi:岳u:十:iRit.
算珠i盤轡鮮号晋符罵ii盟解樹帯

れAK∽aw…
これで、この新発見を報告するため U口Sisteel社のメッキェ場を訪問しました。
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この錫メッキ技術は U,SeSteel社が世界中へ,サルフォンという化合物 (これら発が

ん性をもつ)を 使つて実用4ヒし、金世界そのメッキシステムを流出していたもの

でした。それで私にすぐ入社じてくれと多額の入社支度金を提示されましたc私

↓ままず日本に帰つて Pね.B口ももらつてから帰つてくるということで一応この入社

は断りましたが、Yeager先生は婦ってきたらすぐ助教捜にし、2～ 3年のうちに

畿S3081ate profetts8軍俺稼って私と共にいろいるなやってくれないかと提案されま

強た。私|ま、通れらもすべて断呼革日本へ婦りましたが、あとからいるいると早

く来てくれという手紙がきて、やむなく名古屋大学の助教授を退任して、アメリ

カヘ移ることにしたのです。

Yeager先生のところは、研究費は十分にあり、フランス、ドイツ、英国からの

留学生もたくさん毎年来ていました。また当時世界的有名な電気化学の大先生方

(Dttckrisその衆り 落ゑす力
‐
々 )の 訪問も多く、私が研究室の案内役になつ

てしまいました。私はこれでは自分の研究ができないと、強硬に会社へ出ること

の訣f傍をしたのです。私がそれを話したら、先生はそのこと花 U00社 の課長を

じ電偽られたJ8ぬn Yettger氏に F早くAktyaをとれどと言われたようで、UCC社

からぜひ燕てくれと、Korがesch博士からも声がかかり、私は5年 間の大学研究を

やぬて馬観$◇機の種池部門へ入りました。

そ晟では、盟鈴簿2者 中心魅じた私の得憲の研究でしたので、大変築じい研究客

ぽるぼるやり、新しい提案をたくさん出しました。Kordesch氏の私泌側を電気自

動韓i亀使う話iこものり、一緒にやりましたじ1974年 rこ副社長相当のフニ日―趣

しヽあ笠場をもらい、私独自の研究予算を亀つ身分になりました。

導80社 が私を上手,こ使つてソ五一との合弁会社をつくるうとしたことrま前i塁

書いた通りです。また、日本からたくさんの研究者を呼び込んだ七ミナーをしま

した。
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?=聾 響部から二等部へ移ヴ銭々恭教襲 M爵02 の研究予―マをもらう

軽tま理学部の強響報を曜親ユ好馨 ば9葺基辱)施率業し、二学部の鐘々慕教授

拳覇裁逮へ助手とに夕【就職じ畿じた。当時は、就職が困難な韓袋であつたから、

ま!寧隷簿韓業務電増とまも輯 職先「まありませんで装なっ錨検め能申畿欝i重督犠稼れ

掩義惣f鹸齢響督構繁‐ゃていたのです。そんなときに五学部の動手な瞭て熱てくれ

犠静か姓静う議がきて、私自身簡毎ヽたので輩◇捨墨警出準部へ曲かやす、薗畿番費

ますた途こる、会社iこ最く鞠められ
~Gか
ら犠苗昌大学二学部へ栄られた途々本熊重

先盤でした。私iまなんでも実験をさせてもらえる仕事ならありがたthと思って、

睦々木先生の仕事をお聞きしました。研究チr_マ態与日本の理解二酸化マンガン

4ま乾電池に素晴らほ′い技義あるのに、念湾の会社が、永分が 10%も 含まれてもヽ各

のでそのままでlま寮えない。水を取つて持つてきてくれと替うことであたが、こ

の水を取ると電池用として悪い 劣 化 と確 Mn02な つてしまうので、霜r転お騒

もヽしたい量とは、退の電解 M慎転に入つて毎ヽる水を研究して、これ↓ま電池に進っ

て重要な永であるこ迭を証明してくれなしヽか?と いう研究テーマ輩じた。

私1ま乾電池嵐の電解でつくつた 将掬郎電解二酸4ヒマンガン 畳MD=豊i範tr81yti6

頼舗富anese酎oxide)の水分の研究をはじめました。まずEMDを 3も8℃で乾燥じ

て、これ,岳水分吸簿させるとどこまで水を吸着するか番桑験しました。理学部の

友人が君fま工学部く1何をしているこ移か?と闘くので、統電池轟の 挿協あの表分翻

究な書えると、彼らfま私をFぎかにしたような国で見て、稼んだ二等部亀ままそる犠

途二るか?とバカにしたような対応になりました。私|ま心の中で、そうか理学部

鐘身者は、立派な目寮級の五整塔でもつくるうと考える人々が多い中で、私態鐘

学部懇嘉書逸むて磁電池の稼器の蕪分測農という議をすると、君|ま工学部でプレ

rlジゴ: 最ヽ鶴もっと欝:く器くる研究捲ヽとでも替もヽた脅場で私鮫夫変残念でもたが、

馨えられた研究に霞鍵くまで実験しているいると砦えました。

議嬢じた電館 蹴殴ぞて
曇翻D》iこ戦議する水船t哉下圏C'ようた水蒸気歴の異なる

畿気中で、懇宇型の戦着番する最数を鶴見しました。水蒸気圧の異なる場所をつ

くらi&嬢、院酸の濃度を 10%、 2(〕%、 300/0、46%、 503/。としたものをつくり、

量の串へ畿嬢した ほ稲Dを ボートに入れてキ晩置き、く|の目方の増加から水分吸

諸量を測定しました。 (b女与1官っゞ
｀
くこう。
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